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(57)【要約】
　内視鏡２は、湾曲部８と、湾曲部８の基端側に設けら
れた可撓管部９と、可撓管部９内に挿通され、湾曲部８
を湾曲させるための複数の湾曲ワイヤ３１と、各々に湾
曲ワイヤ３１が挿通された複数のコイルパイプ３２と、
可撓管部９の先端側に設けられた接続部材１１と、接続
部材１１の先端側に配置され、各々に湾曲ワイヤ３１が
通る複数の湾曲ワイヤ用孔２６ｂを有し、複数のコイル
パイプ３２の先端部を係止するコイルパイプ係止部材２
６とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲部と、
　前記湾曲部の基端側に設けられた可撓管部と、
　前記可撓管部内に挿通され、前記湾曲部を湾曲させるための複数の湾曲ワイヤと、
　各々に前記湾曲ワイヤが挿通された複数のコイルパイプと、
　前記可撓管部の先端側に設けられた口金と、
　前記口金の先端側に配置され、各々に前記湾曲ワイヤが通る複数の湾曲ワイヤ用孔を有
し、前記複数のコイルパイプの先端部を係止するコイルパイプ係止部材と、
を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記コイルパイプ係止部材は、前記可撓管部内に挿通される前記複数のコイルパイプ以
外の内蔵物が通る複数の孔を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記湾曲部の最基端の湾曲駒に固定された固定部材を有し、
　前記コイルパイプ係止部材は、前記口金と前記固定部材とにより挟持されていることを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記コイルパイプ係止部材は、前記口金と前記固定部材の少なくとも１つに対して、前
記可撓管部の軸回りの位置を決めるための位置決め部を有していることを特徴とする請求
項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記コイルパイプ係止部材の前記位置決め部は、前記口金と前記固定部材の少なくとも
１つに形成された所定形状に係合する形状を有していることを特徴とする請求項４に記載
の内視鏡。
【請求項６】
　各々に前記コイルパイプの先端部が入り係止される複数の凹部を有し、
　各凹部に、前記湾曲ワイヤ用孔が形成されていることを特徴とする請求項１から５のい
ずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記各コイルパイプの先端部は、前記凹部に接着剤により接着されて固定されているこ
とを特徴とする請求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　各コイルパイプの先端部は、前記複数の湾曲ワイヤ用孔に入り込んで係止されているこ
とを特徴とする請求項１から５のいずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記各コイルパイプの先端部は、前記湾曲ワイヤ用孔において接着剤により接着されて
固定されていることを特徴とする請求項８に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記各コイルパイプは、前記口金から前記湾曲ワイヤ用孔に向かって前記可撓管部の軸
に対して所定の角度を持って配置され、
　前記各湾曲ワイヤ用孔は、前記各コイルパイプの配置に合わせて形成されていることを
特徴とする請求項１から５のいずれか１つに記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関し、特に、湾曲部を湾曲させるための複数の湾曲ワイヤが可撓管
部内に挿通された内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、内視鏡が工業分野及び医療分野で広く利用されている。内視鏡には、細長で
、可撓性を有する挿入部を有するものがある。その挿入部は、先端側に湾曲部を有し、湾
曲部の基端側には可撓管部が接続されている。湾曲部は、内視鏡の操作部における湾曲操
作により、湾曲可能となっている。湾曲部と可撓管部は、口金により接続され、挿入部は
、口金による接続部分も含めて樹脂などにより被覆されている。
【０００３】
　可撓管部内には、湾曲部を湾曲させるための湾曲ワイヤが少なくとも２本挿通されてお
り、可撓管部の基端部に設けられた操作部を操作することにより、湾曲ワイヤが可撓管部
の軸方向において進退して、湾曲部は湾曲する。各湾曲ワイヤは、コイルパイプ内に挿通
されて、複数のコイルパイプは、可撓管部内に設けられている。
【０００４】
　日本特開２００７－２９８８１５号に開示のように、湾曲ワイヤの先端部は、湾曲部内
の湾曲駒に固定され、コイルパイプの先端部は、湾曲部と可撓管部を接続する口金にろう
付けあるいは半田付けにより固定されている。
【０００５】
　しかし、コイルパイプの先端部が固定される口金は小さく、作業者は、口金の狭い内周
面上に、コイルパイプの先端部をろう付け等をしなければならない。そのため、ろう付け
等の作業には、熟練した技術が必要とされる。また、熟練した技術を有する技能者がその
作業を行ったとしても、技能者間でばらつきもあるため、ろう付け等の後に、余剰なろう
等を除去する作業が必要となる場合もある。よって、従来のコイルパイプの先端部の固定
する作業には、多くの工数がかかっている。
【０００６】
　また、可撓管部内には、コイルパイプ以外にも、信号線、電源線などの他の内蔵物も挿
通されているため、湾曲部における湾曲動作が繰り返されていくうちに、可撓管部の内部
において、コイルパイプ同士あるいはコイルパイプと他の内蔵物とが絡んでしまうことも
ある。
【０００７】
　そこで、本発明は、熟練した技能を必要としないでかつ作業工数が少なく、可撓管部内
に挿通されるコイルパイプの先端部を固定可能で、コイルパイプ同士あるいはコイルパイ
プと他の内蔵物が可撓管部内で絡み難い内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様によれば、湾曲部と、前記湾曲部の基端側に設けられた可撓管部と、前
記可撓管部内に挿通され、前記湾曲部を湾曲させるための複数の湾曲ワイヤと、各々に前
記湾曲ワイヤが挿通された複数のコイルパイプと、前記可撓管部の先端側に設けられた口
金と、前記口金の先端側に配置され、各々に前記湾曲ワイヤが通る複数の湾曲ワイヤ用孔
を有し、前記複数のコイルパイプの先端部を係止するコイルパイプ係止部材と、を有する
内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施の形態に関わる内視鏡システム１の構成を示す構成図である。
【図２】本実施の形態に関わる湾曲部８と可撓管部９の接続部分の断面図である。
【図３】本実施の形態に関わる、４本のコイルパイプの先端部が固定され、４本の湾曲ワ
イヤ３１と信号ケーブル２８と２本の電源線３３が挿通されたコイルパイプ係止部材２６
の斜視図である。
【図４】本実施の形態に関わる、関節受け部材２５と、コイルパイプ係止部材２６と、接
続部材１１との係合関係を説明するための模式的斜視図である。
【図５】本実施の形態に関わる、４本のコイルパイプ３２の先端部が固定されたコイルパ
イプ係止部材２６の断面図である。
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【図６】本実施の形態の変形例１に関わる、各凹部２６ｂ１及び各孔２６ｂの軸Lが挿入
部４の軸Oに対して所定の角度αを有するコイルパイプ係止部材２６Aの断面図である。
【図７】本実施の形態の変形例２に関わる、段差部を有しないで各孔２６ｂ３のみが形成
されたコイルパイプ係止部材２６Bの断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大
きさとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図
に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構成要
素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。
【００１１】
（内視鏡装置の構成）
　図１は、本実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【００１２】
　図１に示すように、内視鏡システム１は、内視鏡２と、内視鏡２に接続された装置本体
３とを有して構成されている。　
　内視鏡２は、細長で可撓性を有する挿入部４と、挿入部４の基端部に接続された操作部
５と、操作部５から延出されたユニバーサルコード６とを具備して構成されている。
【００１３】
　挿入部４は、挿入部４の先端側から順に、先端硬性部７と、湾曲部８と、湾曲部８の基
端側に設けられた可撓管部９とが連設されている。長尺な可撓管部９の基端部には操作部
５が接続されている。　
　湾曲部８は、操作部５に設けられたジョイスティック５ａへの操作により、例えば上下
左右の４方向に湾曲可能となっている。なお、操作部５には、ジョイスティック５ａの他
、先端硬性部７内に設けられた撮像素子（図示せず）による撮影動作等を指示する各種ス
イッチ等も設けられている。さらに、発光ダイオード（LED）を用いた照明部（図示せず
）が、先端硬性部７に設けられている。
【００１４】
　装置本体３は、例えば箱状を有しており、外装筐体に、内視鏡２により撮像された内視
鏡画像を表示するモニタが設けられている。
【００１５】
（可撓管部と湾曲部の接続部分の構成）
　図２は、本実施の形態に関わる湾曲部８と可撓管部９の接続部分の断面図である。湾曲
部８と可撓管部９は、接続部材１１により接続されている。接続部材１１は、可撓管部９
の先端側に設けられ、筒状形状を有する口金である。接続部材１１は、ステンレス等の金
属製である。
【００１６】
　口金である接続部材１１は、２つの筒状部材１２と１３とから構成されている。筒状部
材１２の外周側には、段差部１２ａが形成されており、筒状部材１３の先端部が段差部１
２ａに突き当たるように、筒状部材１３の先端部が、筒状部材１２の基端部から外挿され
ている。段差部１２ａの部分がレーザ溶接されて、筒状部材１３は、筒状部材１２に接続
されて固定されている。なお、筒状部材１２と１３は、接着剤により固定してもよい。
【００１７】
　湾曲部８は、複数の湾曲駒１４を有する。　
　筒状部材１３の先端部分が筒状部材１２の基端側から外挿されて筒状部材１２と１３が
接続固定されたときに、筒状部材１２の基端部分の外周面１２ｃと、筒状部材１３の基端
部分の内周面１３ａとの間に隙間ｇが形成されるような形状を、筒状部材１２と１３の基
端部分は有している。
【００１８】



(5) JP WO2015/145791 A1 2015.10.1

10

20

30

40

50

　可撓管部９の先端薄肉部９ａが、筒状部材１２の基端側部分の外周面１２ｃと、筒状部
材１３の基端側部分の内周面１３ａとにより挟まれた状態で、その隙間ｇに配置されてい
る。　
　可撓管部９は、内側から、フレックス２１と、ブレード２２と、外皮樹脂２３とが積層
されて構成されている。フレックス２１は、平板材が螺旋状に巻かれた形状を有する可撓
性部材としての螺旋管である。ブレード２２は、金属編組である。外皮樹脂２３は、ブレ
ード２２の細かな金属素線の間に、一部が入り込むようにしてブレード２２の外周部に形
成されている。
【００１９】
　さらに、挿入部４は、先端側から基端側にかけて、湾曲駒１４、接続部材１１及び外皮
樹脂２３の外周部に、ブレード２４が被せられている。なお、ブレード２４は、外皮樹脂
でもよい。
【００２０】
　接続部材１１の外周部において、ブレード２４の外周部に糸巻きがされて、接着剤２４
ａが塗布されている。　
　以上のように、可撓管部９は、筒状の可撓性部材を有し、可撓性部材は、フレックス２
１と、フレックス２１を被覆する外皮樹脂２３と、フレックス２１と外皮樹脂２３の間に
設けられたブレード２２を有する。
【００２１】
　接続部材１１の先端部には、円筒状の関節受け部材２５が接続されている。接続部材１
１と関節受け部材２５は、関節受け部材２５の基端部と筒状部材１２の凸部１２ｂとの当
接部分において溶接あるいは接着剤により接続されて固定されている。
【００２２】
　関節受け部材２５の先端部が最基端の湾曲駒１４ｐの基端部から内挿されて、関節受け
部材２５の先端部の外周面が湾曲駒１４ｐの内周面に嵌合するように、関節受け部材２５
は、湾曲駒１４ｐに接続されている。すなわち、関節受け部材２５は、湾曲部８の最基端
の湾曲駒１４ｐに固定された固定部材である。
【００２３】
　接続部材１１と関節受け部材２５の間には、ステンレス、アルミニウム、真鍮などの金
属製のコイルパイプ係止部材２６が挟持されている。なお、コイルパイプ係止部材２６は
、樹脂製でもよい。
【００２４】
　具体的には、円筒状の関節受け部材２５は、内周面２５ａにおいて周方向に形成された
円形の段差部２５ｂを有する。コイルパイプ係止部材２６が関節受け部材２５の基端側の
開口部内に入れられ、次に、筒状部材１２の先端部が関節受け部材２５の基端側の開口部
に内挿される。コイルパイプ係止部材２６は、段差部２５ｂに当接し、関節受け部材２５
と筒状部材１２により挟持される。すなわち、コイルパイプ係止部材２６は、口金である
接続部材１１と固定部材である関節受け部材２５とによって、挟持されている。
【００２５】
　４本の湾曲ワイヤ３１の各々は、コイルパイプ３２に挿通されている。４本のコイルパ
イプ３２の先端は、コイルパイプ係止部材２６に係止されている。複数の（ここでは４本
の）湾曲ワイヤ３１は、可撓管部９内に挿通され、湾曲部８を湾曲させるためのワイヤで
あり、複数の（ここでは４本の）コイルパイプ３２の各々には、湾曲ワイヤ３１が挿通さ
れている。
【００２６】
（コイルパイプ係止部材の構成）
　図３は、４本のコイルパイプの先端部が固定され、４本の湾曲ワイヤ３１と信号ケーブ
ル２８と２本の電源線３３が挿通されたコイルパイプ係止部材２６の斜視図である。図４
は、関節受け部材２５と、コイルパイプ係止部材２６と、接続部材１１との係合関係を説
明するための模式的斜視図である。図５は、４本のコイルパイプ３２の先端部が固定され
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たコイルパイプ係止部材２６の断面図である。
【００２７】
　図３に示すように、コイルパイプ係止部材２６は、位置決め部としての２箇所のカット
部２６ａを有する円板状部材であり、複数の貫通孔を有する。２箇所のカット部２６ａは
、可撓管部９の軸回りの位置を決めるための部分である。なお、ここでは、カット部２６
ａは、コイルパイプ係止部材２６に２つ設けられているが、１つでもよい。
【００２８】
　４つの孔２６ｂは湾曲ワイヤ３１用の孔である。貫通孔である４つの孔２６ｂは、円形
のコイルパイプ係止部材２６の中心軸回りに９０度の間隔で配置されるように、コイルパ
イプ係止部材２６に形成されている。筒状部材１２の先端部の外周部にも、カット部２６
ａと同形状のカット部１２ｄが２つ形成されている。
【００２９】
　関節受け部材２５の段差部２５ｂが形成されている内周面２５ａには、２つのカット部
２６ａと２つのカット部１２ｄに対応する２つの平面部２５ｄが形成されている。すなわ
ち、２つの平面部２５ｄは、２つのカット部２６ａと２つのカット部１２ｄに係合する所
定の形状を有する。
【００３０】
　各カット部２６ａと１２ｄが、関節受け部材２５の内周面２５ａの各平面部２５ｄと密
着するように、コイルパイプ係止部材２６と筒状部材１２が、関節受け部材２５の基端部
の開口内に挿入される。
【００３１】
　各カット部２６ａと１２ｄが関節受け部材２５の内周面２５ａの各平面部２５ｄと密着
するので、コイルパイプ係止部材２６と筒状部材１２は、関節受け部材２５の基端部の開
口内で、可撓管部９の軸O回りに回動することがないように位置決めされる。
【００３２】
　なお、ここでは、各カット部２６ａが関節受け部材２５の内周面２５ａの各平面部２５
ｄと密着するように、各カット部２６ａと密着して係合する所定の形状を有する部分が関
節受け部材２５に設けられているが、接続部材１１側に、各カット部２６ａと密着して係
合する所定の形状を有する部分を設けるようにしてもよい。
【００３３】
　すなわち、コイルパイプ係止部材２６は、接続部材１１と関節受け部材２５の少なくと
も１つに対して可撓管部９の軸回りの位置を決めるための位置決め部である２箇所のカッ
ト部２６ａを有する。２箇所のカット部２６ａは、接続部材１１と関節受け部材２５の少
なくとも１つに形成された所定の形状に係合する形状を有している。
【００３４】
　また、図５に示すように、コイルパイプ係止部材２６は、複数の凹部２６ｂ１を有し、
各コイルパイプ３２の先端部が凹部２６ｂ１内に入って係止される。各凹部２６ｂ１に、
湾曲ワイヤ用の孔２６ｂが形成されている。
【００３５】
　各孔２６ｂは、湾曲ワイヤ３１を挿通可能で、コイルパイプ３２の外径よりも小さな内
径を有するが、凹部２６ｂ１の内径は、コイルパイプ３２の外径よりも大きい内径を有し
ている。
【００３６】
　よって、コイルパイプ３２内に挿通された湾曲ワイヤ３１は、孔２６ｂを通るが、コイ
ルパイプ３２の先端部は、凹部２６ｂ１の段差部２６ｂ２に係止される。すなわち、コイ
ルパイプ係止部材２６は、口金である接続部材１１の先端側に配置され、各々に湾曲ワイ
ヤ３１が通る複数の湾曲ワイヤ用の孔２６ｂを有し、複数のコイルパイプ３２の先端部を
係止している。
【００３７】
　各コイルパイプ３２の先端部は、接着剤２７により凹部２６ｂ１において接着されて固
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定されている。　
　なお、各コイルパイプ３２の先端部は、接着剤２７により段差部２６ｂ２に固定せず、
係合した状態のままでもよい。各コイルパイプ３２内には、湾曲ワイヤ３１が挿通されて
いるので、コイルパイプ３２の先端部が孔２６ｂから外れても、挿入部４内で、軸Oに直
交する方向に大きくずれることはない。
【００３８】
　図２に示すように、関節受け部材２５には、４本の湾曲ワイヤ３１を通すための孔２５
ｃが設けられている。各孔２５ｃに挿通された湾曲ワイヤ３１は、湾曲駒１４内に配置さ
れ固定されたガイド部材１５内に挿通される。各湾曲ワイヤ３１は、図示しない最先端湾
曲駒に固定される。
【００３９】
　図３に示すように、コイルパイプ係止部材２６の中央の孔２６ｃは、撮像素子ユニット
の信号ケーブル２８が挿通される孔である。さらに、中央の孔２６ｃの周りには、LED照
明用の２本の電源線３３用の２つの孔２６ｄ、送気・送水用のパイプ用の孔２６ｅ、及び
吸引パイプ用の孔２６ｆも形成されている。４つの孔２６ｄ、２６ｄ、２６ｆの各々は、
湾曲ワイヤ３１用の隣り合う２つの孔２６ｂの間に設けられている。
【００４０】
　すなわち、コイルパイプ係止部材２６は、可撓管部９内に挿通される複数のコイルパイ
プ３２以外の内蔵物が通る貫通孔である複数の２６ｃ等も有している。
【００４１】
　なお、ここでは、内視鏡２の先端硬性部７に、LEDを用いた照明部が設けられているが
、光ファイバを用いたライトガイドを用いた照明部の場合は、２つの孔２６ｄには、ライ
トガイドが挿通される。
【００４２】
　さらに、可撓管部９内に、先端硬性部７に発生した熱を挿入部の基端側へ逃がすための
放熱用のワイヤが配置される場合は、コイルパイプ係止部材２６は、先端硬性部７に発生
した熱を挿入部の基端側へ逃がすための放熱用のワイヤ用の孔が設けられる。　
（作用）
　以上の構成によれば、作業者は、各コイルパイプ３２の先端部を、コイルパイプ係止部
材２６の係止部である凹部２６ｂ１に挿入して接着剤で固定するだけでよいので、熟練し
た技能を有する必要はない。
【００４３】
　さらに、各コイルパイプ３２の先端部は、コイルパイプ係止部材２６の孔２６ｂに係止
されているので、湾曲部８が湾曲されたときに、挿入部４内で、コイルパイプ３２は、軸
Oに対して直交する方向に移動し難い。よって、湾曲部８の湾曲動作が繰り返されても、
コイルパイプ３２同士、及びコイルパイプ３２と他の内蔵物とが絡み合い難い。すなわち
、コイルパイプ係止部材２６は、複数の孔２６ｂを有し、湾曲部８と可撓管部９の接続部
分において複数のコイルパイプ３２を互いに離間させるセパレータとしての機能を有する
。
【００４４】
　上述した実施の形態によれば、熟練した技能を必要としないで、挿入部内に挿通される
コイルパイプの先端部を工数が少なく固定可能で、コイルパイプ同士あるいはコイルパイ
プと他の内蔵物が挿入部内で絡み難い内視鏡を提供することができる。
【００４５】
　次に、変形例について説明する。
【００４６】
（変形例１）
　上述した実施の形態では、４つの凹部２６ｂ１及び４つの孔２６ｂは、４つのコイルパ
イプ３２が軸Oに平行に配置されるようにコイルパイプ係止部材２６に形成されているが
、４つのコイルパイプ３２が軸Oに対して平行とならないにように、すなわち可撓管部９
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の軸Oに対して所定の角度αを有するように、４つの凹部２６ｂ１及び４つの孔２６ｂを
コイルパイプ係止部材２６に形成するようにしてもよい。
【００４７】
　図６は、各凹部２６ｂ１及び各孔２６ｂの軸Lが挿入部４の軸Oに対して所定の角度αを
有するコイルパイプ係止部材２６Aの断面図である。
【００４８】
　図２に示すように、接続部材１１と関節受け部材２５の接続部分の内側では、接続部材
１１から引き出された湾曲ワイヤ３１は、接続部材１１内の点P1の位置からコイルパイプ
係止部材２６を通って関節受け部材２５内の点P2の位置に向かって、配置される。
【００４９】
　そこで、本変形例では、図６に示すように、各凹部２６ｂ１及び各孔２６ｂの軸Lが点P
1から点P2へ向かう直線に略一致するように、各凹部２６ｂ１及び各孔２６ｂは、コイル
パイプ係止部材２６に形成される。すなわち、可撓管部９の軸Oに対して各凹部２６ｂ１
及び各孔２６ｂの軸Lがなす角度αが、可撓管部９の軸Oに対して点P1と点P2を結ぶ線分が
なす角度と略一致するように、各凹部２６ｂ１及び各孔２６ｂが形成される。
【００５０】
　言い換えれば、各コイルパイプ３２は、口金である接続部材１１から湾曲ワイヤ用の孔
２６ｂに向かって可撓管部９の軸Oに対して所定の角度αを持って配置されている。各湾
曲ワイヤ用の孔２６ｂは、各コイルパイプ３２の配置に合わせて形成されている。
【００５１】
　これにより、各湾曲ワイヤ３１は、接続部材１１と関節受け部材２５の接続部分の内側
において、コイルパイプ係止部材２６の各孔２６ｂを通るときに摩擦抵抗が少なく、軸O
の方向に沿って進退することができる。
【００５２】
（変形例２）
　さらに、上述した実施の形態及び変形例１では、コイルパイプ係止部材２６は、図５及
び図６に示すように、各凹部２６ｂ１は、内周側に段差部２６ｂ２を有しているが、段差
部２６ｂ２はなくてもよい。
【００５３】
　図７は、段差部を有しないで各孔２６ｂ３のみが形成されたコイルパイプ係止部材２６
Bの断面図である。　
　図７に示すように、各コイルパイプ３２の先端部は、孔２６ｂ３において接着剤２７で
固定される。各孔２６ｂ３の内径は、コイルパイプ３２の外径よりも大きい。
【００５４】
　すなわち、各コイルパイプ３２の先端部は、湾曲ワイヤ用の孔２６ｂ３に入り込んで係
止されている。そして、各コイルパイプ３２の先端部は、湾曲ワイヤ用の孔２６ｂ３にお
いて接着剤により接着されて固定されている。
【００５５】
　以上のように、上述した実施の形態及び各変形例によれば、内視鏡は、熟練者でなくて
も組み立てることが出来き、組立性向上及び工数削減になるだけでなく、不良も出難く、
壊れ難くなる。　
　また、内蔵物同士が絡み難くすることが出来るので、湾曲部のアングルダウンや、断線
を減らすことにも繋がる。
【００５６】
　よって、上述した実施の形態及び各変形例によれば、熟練した技能を必要としないでか
つ作業工数が少なく、可撓管部内に挿通されるコイルパイプの先端部を固定可能で、コイ
ルパイプ同士あるいはコイルパイプと他の内蔵物が可撓管部内で絡み難い内視鏡を提供す
ることができる。
【００５７】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
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【００５８】
　本出願は、２０１４年３月２５日に日本国に出願された特願２０１４－６２２１５号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲、
および図面に引用されたものである。
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